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TW-Linux評価版インストール

• ＰＣまたはボードにインストールする場合
– twcd.isoファイルをダウンロードします。(http://www.twise.co.jp)
– ＣＦ，ＤＯＭ、ＨＤＤは、消去してもよいものを使用する。最低16ＭＢあればＯＫ
– twcd.isoファイルからＣＤ－Ｒ（ＲＷ）を作成する。

• ISOイメージファイルから書き込み可能なソフトが必要

– 作成したＣＤから起動する。以後は共通の手順
– ６０４７，７０など１２８ＭＢのＲＡＭを搭載すしたものは、ＣＤドライブを接続して直接インストールできます。
– 6015の場合は、ＲＡＭが足りませんので、ＰＣなどでＤＯＭ、ＣＦ等に書き込んでください。
– ＨＤＤ、ＤＯＭ、ＣＦは、ＩＤＥのプライマリー マスターに接続してください。

• バーチャルＰＣ,VMWareの場合
– 空のＨＤＤ、仮想ＰＣを作成する。ＣＤドライブを起動ドライブとする。
– インストール時は、メモリを１２８ＭＢ程度にしてください。インストール後は、８ＭＢ以上のメモリで動作します。
– VMWareの場合は、IDEのＨＤＤを作成する。
– Twcd.isoをＣＤーＲＯＭドライブに接続して起動する。以後は、共通の手順

• 共通（ＣＤ－Ｒから起動後）
– ＣＤから起動するとLinuxが起動し、プロンプトが表示される。
– ここで”instwl”というコマンドを実行する。
– ＨＤＤのパーテションを作成する画面が表示されるので、もとのパーテションを全部削除し、16ＭＢ以上のBOOT可

能パーテーションを１つ作成する。
– パーテション作成ツールを”Q”コマンドで終了すると、インストールが完了する。
– umount /cdrom コマンドを実行後にＣＤを取り出し、再起動する。



ＤＯＭ，ＣＦ、ＣＤドライブの接続方法

ＰＣ
または

6047,6070 ＣＤドライブ

電源

ＦＤＤ用
電源 スレーブ

ＩＤＥ
プライマリー

ＣＤドライブ

ＩＤＥセカンダリー
または、ＵＳＢ接続

※ＵＳＢ接続の場合は、ＵＳＢ接続のＣＤからブート可能なＰＣ
を使用してください。



ＣＤから起動した画面

install
を実行



パーテション作成画面
1. 全てのパテーションを

Deleteで消します。

2. １つのパテーションをNew
で作成します。サイズを
16MB以上、その他をデ
フォルト

3. BootableでBootフラグをＯ
Ｎにします。

4. Writeコマンドで、パテー
ションを書き込みます。問
い合わせにyesと答える。

5. Quitコマンドで終了します。

↑↓のカーソルキーでパーテションが選択できます。

←→のキーで、コマンドが選択できます。

Free Spaceのサイズは、元のＨＤＤのサイズで変わ

ります。



初期設定
1. 再起動すると、インストールしたＰＣは、192.168.1.231で動作します。
2. IEから接続すると左のようなログイン画面がでます。
3. admin:passwordでログインできます。

4. ログインすると設定画面がでますので、ＩＰアドレスなどを初期設定します。
5. 初期設定後に、再起動します。
6. TELNET,FTPでも、root:passwordで接続できます。
7. TELNETやコンソールで接続した場合は、twsetupコマンドを実行すると

メニューで設定できます。

ＩＥは、ＦＬＡＳＨプレーヤが使用可能なもの、弊社のＨＰのＦＬＡＳＨ
モードが見られるものにしてください。
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